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研究成果の概要（和文）：明治時代の動物学において，大学などで研究を行った人物はこれまでよく調査がされ
ているが，彼らの研究を支えてきた，いわゆるアマチュアナチュラリストと呼ばれる人物については，その人物
像や業績について知られるところが少ない．本課題では様々な文書資料を用いて，明治時代を代表するアマチュ
アナチュラリストであるアラン・オーストンに関する調査を行った．彼は日本の動物学において，特に東京帝国
大学の研究者と交流した他，米国や英国の研究者に材料を提供するなどして，多大なる貢献をした．その陰には
彼が育成した日本人採集人のサポートも無視できなかった．オーストンの死後100年を経て，彼の業績を再評価
する成果が得られた．

研究成果の概要（英文）：On the context of Japanese zoology in Meiji era, much amounts of information
 about the Japanese researchers belonging universities were accumulated, however, so-called “
amateur naturalists” who supported senior researchers are not well studied on their biographies 
and/or contributions. In this study, I collected the literature documents about Alan Owston, 
representative amateur naturalist in Meiji era. He had substantial contributions for the Japanese 
zoology through communicating with researchers of Tokyo Imperial University and through sending 
animal materials to foreign researchers. Moreover, the supports by Owston’s skilled collectors 
worked in the shade were not negligible. After 100 years from the death of Owston, it is considered 
enough to re-evaluate his achievements.

研究分野：動物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 日本は鎖国時代を経て明治になって以降，
ようやく近代的な生物学を受け入れ，独立し
た研究活動が行われるようになっていく．本
研究課題は明治から昭和初期にかけて日本
で採集された標本の記録を調査した先行課
題「標本と文書資料を統合した博物学資料に
基づく日本の哺乳類学黎明期の解読」（課題
番号 23501232）に着想を受け，その調査過程
で浮上した当時の重要人物，アラン・オース
トンについての詳細な調査を行ったもので
ある． 
 
２． 研究の目的 
 アラン・オーストンは明治から大正初期に
かけて横浜に滞在した英国人貿易商である．
本業は鉄や機械の輸入業だったといわれる
が，その傍らに鳥類を主とする標本のディー
ラーとして活躍し，国内外の研究者の研究を
助けたアマチュアナチュラリストとしても
著名である．しかし彼と彼が経営する「オー
ストン商会」については知られていないこと
が多い．1915 年の彼の死後，東京動物学会の
『動物学雑誌』に永澤六郎という人物が小伝
を記しているのがある程度で，詳しい人物像
は知られていない．本研究の目的はこの人物
について，標本や文献等文書資料の調査に基
づき，明らかにすることである．またオース
トンは多くの日本人採集人を育成した人物
としてもしられ，彼らの活動についても合わ
せて調査を行う． 
 
３．研究の方法 
 研究対象となる中心人物である横浜の貿
易商アラン・オーストンについて，既存の情
報を整理するために，横浜開港資料館，国立
国会図書館，国立科学博物館図書室を主とし
て，文献調査を行った．参照した文献は『動
物学雑誌』『大日本水産会報』『地学雑誌』と
いった当時の学術雑誌や書籍，および住所録
や新聞から広告にいたるものである．また購
入可能な書籍を購入して資料の充実を図っ
た． 
 本課題は平成 23 年度～26 年度に交付を受
けた課題「標本と文書資料を統合した博物学
資料に基づく日本の哺乳類学黎明期の解読」
（課題番号 23501232）に着想を受けている．
そこで前課題において収集した，オーストン
と英国の博物館の間で交わされた書簡につ
いても再調査を行い，オーストンの採集人に
関する情報と，オーストン商会の活動に関す
る事象をまとめた．さらにこれを補完するた
めに 1回の英国出張を行い，未調査の資料が
あることがわかっているセントアンドリュ
ース大学における資料調査，およびダンディ
大学博物館での標本調査により，オーストン
由来の標本調査を行った． 
 
３． 研究成果 
(1)オーストンの業績 

 明治期に創刊された学術誌である『動物学
雑誌』『大日本水産会報』『地学雑誌』といっ
た資料から，オーストンに関する記述，もし
くは彼自身が執筆した文章をピックアップ
した．これまでに知られるところではオース
トン自身が記した論文・報文といったものは
知られていなかったが，7 件を発見すること
ができ，特に水産関係の文献が存在すること
が明らかになった．特記すべきことは，オー
ストンが当時の漁業について，効率よいヨー
ロッパ式を導入しようとした事実や，発動機
漁船の開発にも力を入れていたということ
が明確になった点である． 
またオーストンが博物標本だけでなく機
械関係の貿易も行っていた知見や，横浜ヨッ
トクラブの創設者のひとりであるという知
見をもとに，明治期横浜に関して書かれた文
献を調査したところ，オーストンの交友関係
や彼の会社の内部に関する情報が多数得ら
れた．オーストンの会社で雇用されていた人
物は，横浜開港資料館所蔵の「 Japan 
Directory」及び国立国会図書館所蔵の「日
本紳士録」から整理することができた． 
 
(2)オーストンの採集人 
各種文献調査により，オーストンの採集人
を以下のようにまとめた． 
・Yoshikatsu Biho：1892-1893 年頃，小笠原
に派遣されたらしい．英国自然史博物館に
オガサワラオオコウモリの標本が確認され
た． 
・Furusawa Genji と Okazaki Riukichi：1894
年からグアムとカロリン諸島へ派遣．
Furusawa は 1896 年に客死．コレクション
の多くは英国の収集家ロスチャイルドに送
られた． 
・Tanabe Kitaro：一名を伴い，1896 年 6 月
ごろから台湾へ派遣．詳細は不明． 
・高山鼎二：1897 年に横浜でオーストンと契
約．林正敏著『鳥学を支えた岳人』（信濃毎
日新聞社）に詳しい． 
・高田昂：1899 年からオーストンの指示で富
士山麓の鳥類採集を始める．1903 には小笠
原に派遣．後に英国の鳥類研究家
Collingwood Ingram の調査に協力． 
・勝間田（石田）善作：1899 年琉球，1902
年から海南島へ調査を行い，膨大な標本を
収集した．鳥類は英国ロスチャイルドへ，
哺乳類や両生類・爬虫類は米国の博物館へ
提供された． 
・長與鼎：1901 年から 1909 年までオースト
ン商会所属．水産物などの収集を行った様
子．1909 年に独立し「長輿標本店」を開く．
後にも日本の鳥類学に貢献した． 
・長聖道：旧名「長政道」でオーストン商会
最初期のメンバー．番頭として活躍してい
たようだが，1904 年に長田霊瑞を伴い琉球
へ派遣．1905 年には清国西安へ派遣，標本
は英国へ送られた． 
・菊池米太郎：1906 年から台湾入り．オース



トンの採集人の一人だったことは間違いな
いが，その経緯などは謎に包まれている． 
・折居 彪二郎：すでによく研究がされてい
る採集人．オーストンの採集人としては
1907 年から 1910 年頃まで．その後は山階
芳麿や黒田長禮の採集人として活躍した． 
 
次にこれらの人物の内，これまでにほとんど
情報がなかった2名について判明した事実を
述べる 
 
(3)採集人，勝間田善作について 
これらの人物の内，特に勝間田善作につい
ては長沼依山による伝記が執筆されている．
これによると，勝間田とオーストンの出会い
は 1890 年に勝間田の故郷である静岡県印野
村にオーストンが訪れたこととされる．勝間
田はオーストンの依頼で鳥類の採集を始め
るが，後にその能力を認められて 1896 年に
琉球へ，1897 年には中国の海南島へと採集に
出ることになったという． 
しかし今回の標本や文書資料の調査によ
り，勝間田が行った調査事項については正し
く記述されているが，それらが行われた年代
的な不一致があることが判明した．正確には
二人の出会いは1896年の事と推察され，1899
年に琉球で採集を行い，また中国海南島に移
住したのは 1902 年の事と考えられる．すな
わち約5年が前倒しされて記述されているこ
とが分かった． 
勝間田が採集した標本はオーストンによ
って英国や米国に送られたものが多く，多数
の新種記載の材料として使用された．すなわ
ち多くのタイプ標本の採集人として，博物史
に刻まれるべき人物である． 
 
(4)採集人，長聖道について 
 1906 年の『動物学雑誌』には長聖道なる人
物が中国西安に採集に行った報告が2回に分
けて記録されている．オーストンの採集人と
して知られるこの人物についてもこれまで
は調査されたことがなかった．今回の資料調
査により，この人物が『Japan Directory』
のオーストン商会員として掲載されている
「S. Cho」という人物であること，またオー
ストン商会の初期から番頭として働いた
「Osa Masamichi」という人物が同一人物で，
1890 年代の終わりに改名したという事実が
判明した． 
 彼は初期の名を長政道といい，1882 年から
オーストン商会の一員として働き，1892 年か
らは番頭としてオーストンを助けた．1904 年
には自ら長田霊瑞という人物を伴って琉球
列島へ採集旅行に出て，ルリカケスやケナガ
ネズミといった希少種を収集した．ケナガネ
ズミは後に英国自然史博物館に送られ，新種
として記載された哺乳類である．彼は大日本
水産会や東京動物学会といった学術団体に
も所属したことがわかり，オーストン商会の
中で学術交流も兼ねた役職であったものと

考えられる． 
 1905 年には西安への採集旅行に出るが，こ
こでアシスタントの誤発砲により重傷を受
ける．帰国後はそれほど目立った活動が見受
けられないが，横浜から東京（現在の田町付
近）へ転居して 1910 年に死亡した記録が発
見された． 
 
(5)オーストンと研究者の交流 
 以上に述べたように自然史分野でのオー
ストンたちの活躍がある中で，来日外国人の
玄関口である横浜における彼の存在意義も
興味深いものである．古くは 1883 年に来日
した米国人採集人ペレ・ジューイーが横浜で
オーストンを頼って滞在していたことが記
録に残されていた． 
横浜における外国人同士の交流の様子と
して，その情報源はセントアンドリュース大
学のアーカイブにも残されていた．この大学
には，19 世紀末の著名な博物学者であるダー
シー・トムソンの書簡が保管されている．彼
は生物の形態変異を物理法則により説明し
ようとした人物として有名だが，彼が 1896
年に来日したという事実はあまり知られて
いない．彼はベーリング海での鰭脚類の調査
の途中で横浜に寄港した．博物に造詣が深か
った彼は，横浜や東京で珍しい日本の動物を
購入するために標本商を訪れた．その一つが
オーストン商会だった． 
 オーストンが彼に送った手紙は，英国へ送
付されたものもあるが，トムソンが滞在して
いたホテルに直接届けられたメモ書きも保
存されていた．トムソンはダンディー市に所
在するダンディー大学でも教鞭をとったが，
ここにあるダーシー・トムソン動物学博物館
を訪問し，上記滞在時に収集した標本を観察
し，同大学の研究者との意見交換を行うこと
もできた．その結果これらの資料はオースト
ン商会や東京の標本商米山米吉から入手し
たものであることが確認できた．また，1914
年のオーストンからの手紙では，彼が横浜を
引き上げてカナダで事業を立ち上げるよう
計画している旨が記されていた． 
1900 年になると，オーストンの標本ディー
ラーとしての位置づけは国際的なものとな
っていく．彼が数年前に米国へ送った深海の
サメは，スタンフォード大学のデビッド・ス
ター・ジョーダンによりミツクリザメとして
新属新種として記載されることとなる．また
ハーバード大学のアレクサンダー・アガシの
ような著名人も，海洋調査船アルバトロス号
の調査航海で横浜に立ち寄りオーストン商
会を訪問している．この折には東京帝国大学
で講演会が開催され，詳しい記録が『地学雑
誌』に掲載されているのが見つかった．参加
者の集合写真には，未発見だったオーストン
の姿があり，当時の研究者との交流をうかが
い知ることができる． 
 
（5）オーストンを記録した人，永澤六郎 



『動物学雑誌』誌上へアラン・オーストン
の小伝を執筆した永澤六郎という人物は何
者であろうか．彼は東京帝国大学で動物学を
専攻し，当時の『動物学雑誌』に多数の記事
を執筆したことでも知られるが，研究にさほ
ど熱心でなく，1917 年に大学を去ったのちの
ことは全く分かっていない．彼が執筆した記
事をすべて閲覧し，また国立国会図書館所蔵
の資料を調査することによって，意外な人物
像が明らかとなった． 
永澤は 1917 年以降，当時日本からの移住
が盛んだったカナダのバンクーバーに居を
移し，現地で日系人向けに作成されていた新
聞『大陸日報』において編集長を務め，ほぼ
連日コラム記事を執筆していたことが判明
した．記事の中には日本の動物学を紹介する
ものや，本研究課題の中心となるオーストン
に関する記事，及び彼の子孫が関東大震災以
降同じくバンクーバーへ移住しており，交流
があったことなどが確認できた．記事の中に
はオーストンが晩年東京帝国大学の飯島魁
教授からカナダで事業を展開するための紹
介状を書いてもらったことも記されており，
これは前年度にセントアンドリュース大学
で調査した資料から判明した，1914 年に彼が
外国へ移住しようとしていたという内容と
符合する． 
 
(6)まとめ 
 以上，研究機関を通じて調査してきた文献
資料の情報は，オーストンが横浜でどのよう
な生涯を送ったのかということにとどまら
ず，これまでに語られることがなかった無名
の人物に関する情報を含むものであった．著
名な研究者に関する伝記は多数存在するが，
その陰にあるアマチュアナチュラリストの
ような無名の存在が，いかに過去の動物学の
発展に寄与したのか，ということを本研究で
は示すことができたと考えられる． 
本研究課題の最大の成果としては，これら
の内容を 2本の総説「アラン・オーストン基
礎資料」及び「哺乳類学がなかった時代の日
本の Mammalogy」として学術雑誌に出版でき
たことである．後者の総説は，日本哺乳類学
会が発行している和文学術誌『哺乳類科学』
で代表者が企画した連載の第一報として書
かれたもので，後継の話でも本課題で得られ
た情報が利用されていく予定である．また研
究期間中に2回の博物史にまつわる展示企画
が代表者の所属機関で企画され，これらに調
査結果を盛り込んだ内容を添えることがで
きたのも，アウトリーチ活動として重要だっ
たと考える．展示の関連書籍にも積極的に執
筆を行い，一般への普及に努めることができ
た． 
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